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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 35,455 ― 1,740 ― 1,751 ― 1,442 ―
25年3月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 1,463百万円 （―％） 25年3月期第3四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 100.47 ―
25年3月期第3四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第3四半期 24,592 10,852 44.1 756.02
25年3月期 ― ― ― ―
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 10,852百万円 25年3月期 ―百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― ― ― ― ―
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） 32.00 32.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,580 ― 2,280 ― 2,288 ― 1,597 ― 111.26



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
詳細は、添付資料P.3「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項 (2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1．業績予想につきましては、平成25年5月9日に公表した「平成26年3月期の連結業績予想及び配当予想並びに経営方針」に記載した数値から変更しておりま
せん。 
2．当該業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前
提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
3．当連結会計年度が第1期となるため、前期、前年第3四半期の実績及び発行済株式はありません。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 15,251,655 株 25年3月期 ― 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 897,433 株 25年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 14,354,222 株 25年3月期3Q ― 株
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当社は平成25年４月１日に、株式会社ウイン・インターナショナルとテスコ株式会社が共同株式移転の方法により

経営統合し、両社の完全親会社となる共同持株会社として設立されました。当連結会計年度が第１期となるため、前

期実績及び前年第３四半期実績はありません。 

  

(1)経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、依然として不透明な状況が継続しているものの、金融緩和に伴

う円高の是正や、企業収益が回復基調にあることから、緩やかに回復し始めております。 

医療業界におきましては、再生医療の進展等、一部に明るい兆しはあるものの、医療費の適正化を目的とする近年

の制度改革の影響により引き続き厳しい経営環境が続いております。医療機関におきましては、最適な医療の提供と

堅実な医業経営を両立するための経営改善の必要性から、コスト意識が高まり、納入業者に対する値下げ圧力が高ま

る傾向にあります。当社グループ（当社及び当社の連結子会社）は、このような環境を的確に把握し、病院経営の視

点に立った医療の質や収益性を高める提案及びサービスの提供を積極的に行いました。また、傘下の事業子会社の連

携を強化し、低侵襲治療と心臓治療というコアビジネスの更なる拡大と、ウイン・パートナーズグループとしてのブ

ランド確立に努めました。 

この結果、売上高は35,455,036千円、経常利益は1,751,636千円となりました。 

また、経営統合に伴う負ののれん発生益196,950千円及び段階取得に係る差益180,174千円を特別利益として計上し

たため、四半期純利益は1,442,219千円となりました。 

  

分類別の業績は以下のとおりであります。 

  

・虚血性心疾患関連 

患者数の増加策の提案等により、低侵襲治療で用いられる薬剤溶出型ステント（ＤＥＳ）、ＰＴＣＡバルーンカ

テーテル等の販売数量が好調に推移いたしました。 

この結果、虚血性心疾患関連の売上高は、14,546,663千円となりました。 

  

・心臓律動管理関連 

新規顧客の開拓やＭＲＩ対応型のペースメーカの拡販に注力したほか、両室ペーシング機能付き植込型除細動器

（ＣＲＴＤ）や、電気生理検査用カテーテル、心筋焼灼術用カテーテル等のＥＰアブレーション関連商品において

も症例数が増加し販売数量が好調に推移いたしました。 

この結果、心臓律動管理関連の売上高は、6,198,085千円となりました。 

  

・心臓血管外科関連 

ステントグラフト内挿術の普及、症例数の増加を見込み、認定施設に対する新規顧客開拓活動を積極的に行った

こと等により、関連商品の販売数量は好調に推移いたしました。 

この結果、心臓血管外科関連の売上高は、3,943,373千円となりました。 

  

・末梢血管疾患関連及び脳外科関連 

新商品の導入等により症例数が増加し、売上高は総じて好調に推移いたしました。特に末梢血管疾患関連では、

新商品の保険適用等により、市場が拡大しております。 

この結果、末梢血管疾患関連及び脳外科関連の売上高は2,993,190千円となりました。 

  

・大型医療機器関連 

医療施設の新築・増改築等の設備投資の動向や大型医療機器の需要に関する情報を収集し、一級建築士事務所登

録の強みを活かして構想・設計段階から営業活動を行ったことで受注件数が増加いたしました。 

この結果、大型医療機器関連の売上高は3,018,788千円となりました。 

  

・その他 

心臓以外の診療科への営業活動を強化し、院内シェアの拡大を図りました。また、合併症への対応を見据えて参

入した糖尿病関連商品では、インスリンポンプのレンタルの普及が進みました。 

この結果、その他の売上高は4,754,936千円となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



（注）主な分類別の取扱商品は以下のとおりであります。 

  

(2)財政状態に関する説明 

（資産） 

流動資産は21,680,697千円となりました。主な内訳は、現金及び預金が6,405,918千円、受取手形及び売掛金が

13,481,708千円であります。 

固定資産は2,912,061千円となりました。主な内訳は、有形固定資産が1,939,441千円、投資その他の資産が

685,730千円であります。 

  

（負債） 

流動負債は13,376,575千円となりました。主な内訳は、支払手形及び買掛金が12,672,941千円、未払法人税等が

255,422千円であります。 

固定負債は364,116千円となりました。主な内訳は、退職給付引当金が363,066千円であります。 

  

（純資産） 

純資産は、10,852,067千円となりました。 

   

(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におきましては、新規顧客の開拓と取扱商品の領域を拡大することをはじめとした既存

顧客の深耕に傾注する一方、仕入先との仕切価格交渉や、目標販売数量等を設定した上でのリベートプログラムを実

施することにより、概ね計画どおりに推移いたしました。 

従いまして、通期の連結業績予想につきましては、平成25年５月９日の「平成26年３月期の連結業績予想及び配当

予想並びに経営方針」に記載した予想数値から変更はありません。 

  

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

     

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適 

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており 

ます。 

     

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。   

   

分類 取扱商品 

虚血性心疾患関連 

当社グループの主要商品群であり、心筋梗塞や狭心症といった虚血性心疾患

の治療に使用される医療機器であります。これらのカテーテルを使用した治

療は、患者の身体に対する負担が少ないことから、「低侵襲治療」と呼ばれ

ております。 

＜薬剤溶出型ステント（ＤＥＳ）、ＰＴＣＡバルーンカテーテル、血管内超

音波（ＩＶＵＳ）診断カテーテル＞ 

心臓律動管理関連 

不整脈の治療に使用される医療機器であります。 

＜ペースメーカ、植込型除細動器（ＩＣＤ）、両室ペーシング機能付き植込

型除細動器（ＣＲＴＤ）、電気生理検査用カテーテル、心筋焼灼術用カテー

テル＞ 

心臓血管外科関連 
心臓疾患を治療するための外科手術の際に使用される医療機器であります。

＜ステントグラフト、生体弁、人工心肺装置、人工血管＞ 

末梢血管疾患関連及び脳外科関連 
末梢血管や脳血管の疾患を治療するために使用される医療機器であります。

＜ＰＴＡバルーンカテーテル、末梢血管用ステント、塞栓用コイル＞ 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 6,405,918

受取手形及び売掛金 13,481,708

商品 1,366,669

その他 426,980

貸倒引当金 △580

流動資産合計 21,680,697

固定資産  

有形固定資産 1,939,441

無形固定資産 286,889

投資その他の資産 685,730

固定資産合計 2,912,061

資産合計 24,592,758

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 12,672,941

未払法人税等 255,422

賞与引当金 94,601

その他 353,609

流動負債合計 13,376,575

固定負債  

退職給付引当金 363,066

その他 1,050

固定負債合計 364,116

負債合計 13,740,691

純資産の部  

株主資本  

資本金 550,000

資本剰余金 2,272,369

利益剰余金 8,469,580

自己株式 △537,809

株主資本合計 10,754,141

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 97,926

その他の包括利益累計額合計 97,926

純資産合計 10,852,067

負債純資産合計 24,592,758



(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
(四半期連結損益計算書) 
(第３四半期連結累計期間) 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 35,455,036

売上原価 30,811,618

売上総利益 4,643,418

販売費及び一般管理費 2,903,114

営業利益 1,740,303

営業外収益  

受取利息 452

受取配当金 6,255

不動産賃貸料 2,738

その他 2,332

営業外収益合計 11,778

営業外費用  

支払利息 98

その他 347

営業外費用合計 446

経常利益 1,751,636

特別利益  

固定資産売却益 146

負ののれん発生益 196,950

段階取得に係る差益 180,174

特別利益合計 377,272

特別損失  

投資有価証券評価損 537

その他 281

特別損失合計 819

税金等調整前四半期純利益 2,128,089

法人税等 685,869

少数株主損益調整前四半期純利益 1,442,219

四半期純利益 1,442,219



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,442,219

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 21,633

その他の包括利益合計 21,633

四半期包括利益 1,463,852

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 1,463,852



該当事項はありません。 

  

当社は平成25年４月１日に株式会社ウイン・インターナショナルとテスコ株式会社が経営統合し、両社の完全親会

社となる共同持株会社として設立されました。この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金は550,000千 

円、資本剰余金は2,272,369千円、利益剰余金は8,469,580千円、自己株式は537,809千円となっております。 

   

(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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